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江
戸
時
代
初
期
の
ワ
キ
の
演
技

脇
型
付
『
能
之
秘
書
』
の
解
題
に
か
え
て

中

司

由
起
子

は
じ
め
に

型
付
と
は
能
の
演
技
や
演
出
を
書
き
留
め
た
資
料
で
あ
る
。
世
阿
弥
時
代
に
遡
る
よ
う
な
ま
と
ま
っ
た
型
付
は
現
存
し
な
い
が
、
世
阿

弥
や
金
春
禅
鳳
の
伝
書
の
中
に
は
演
技
や
演
出
に
関
わ
る
記
事
が
断
片
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
初

期
に
な
る
と
、『
妙
佐
本
仕
舞
付
』『
宗
節
仕
舞
付
』『
金
春
安
照
仕
舞
付
』『
童
舞
抄
』『
岡
家
本
江
戸
初
期
能
型
付
』『
秋
田
城
介
型
付
』

な
ど
の
ま
と
ま
っ
た
型
付
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
シ
テ
の
演
技
を
中
心
に
書
き
留
め
た
型
付
で
あ
る
が
、
同
じ
頃
、
江
戸

時
代
初
期
の
ワ
キ
の
型
付
も
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
所
蔵
の
『
能
之
秘
書
』
で
あ
る
。
本
論
集
に
は
『
能

之
秘
書
』
の
翻
刻
を
掲
載
し
て
い
る
（
1
）。

そ
の
解
題
を
兼
ね
て
、
本
稿
で
は
『
能
之
秘
書
』
の
資
料
的
な
価
値
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
う
え

で
能
の
演
技
・
演
出
が
様
式
化
す
る
以
前
の
ワ
キ
の
演
技
の
実
態
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
論
じ
て
い
く
。

考
察
の
過
程
で
は
、『
能
之
秘
書
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
ワ
キ
の
型
付
資
料
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の

で
あ
る
、
以
下
の
①
か
ら
③
の
資
料
を
用
い
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
伝
書
に
も
ワ
キ
の
演
技
に
ふ
れ
た
記
事
が
あ
る
が
（
2
）、
本
稿
で
は
型
付
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全
体
、
記
事
の
構
成
等
も
検
討
す
る
た
め
、
今
回
は
比
較
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
。

な
お
、
本
稿
で
は
型
付
の
語
を
演
技
・
演
出
が
書
き
留
め
ら
れ
た
資
料
の
意
で
使
い
、
曲
ご
と
の
記
事
の
中
で
示
さ
れ
る
具
体
的
な
動

き
は
所
作
の
語
を
用
い
る
。

①
『
福
王
流
古
型
付
』『
盛
吉
本
型
付
』

百
済
八
十
雄
氏
所
蔵
の
ワ
キ
方
福
王
流
の
型
付
。
伊
藤
正
義
氏
が
『
福
王
流
古
伝
書
集
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
三
年
）
に
翻
刻
と
解

題
を
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
（
3
）、
福
王
流
の
祖
で
あ
る
福
王
神
右
衛
門
盛
忠
の
時
代
、
慶
長
前
後
の
脇
型
付
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て

い
る
。『
福
王
流
古
型
付
』
の
抜
書
本
が
『
盛
吉
本
型
付
』
で
あ
り
、
同
様
の
抜
書
本
は
観
世
宗
家
に
も
伝
わ
る
（
4
）。

②
「
慶
長
四
年
福
王
脇
所
作
付
」

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
十
月
一
日
か
ら
四
日
間
、
観
世
大
夫
身
愛
が
京
都
聚
楽
第
跡
で
催
し
た
勧
進
能
に
て
、
観
世
座
の
ワ
キ
方
福

王
神
右
衛
門
盛
忠
が
演
じ
た
所
作
・
装
束
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
型
付
は
、
次
に
あ
げ
る
③
「
脇
所
作
付
」
と
合
写
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に
つ
い
て
は
表
章
氏
に
よ
る
考
察
と
翻
刻
が
あ
る
（
5
）。

③
「
脇
所
作
付
」

京
都
観
世
会
所
蔵
。
京
観
世
五
軒
家
の
一
つ
浅
野
家
旧
蔵
の
伝
書
に
合
写
さ
れ
た
型
付
。
こ
の
伝
書
に
は
、
前
に
あ
げ
た
②
「
慶
長
四

年
福
王
脇
所
作
付
」
の
ほ
か
に
、
ワ
キ
の
心
得
・
台
詞
・
語
リ
な
ど
を
記
し
た
複
数
の
伝
書
と
、
ま
と
ま
っ
た
形
の
ワ
キ
の
所
作
付
が
合

写
さ
れ
て
い
る
（
6
）。

表
章
氏
は
、
こ
の
一
ま
と
ま
り
の
ワ
キ
方
の
所
作
付
に
つ
い
て
、
②
「
慶
長
四
年
福
王
脇
所
作
付
」
と
は
全
く
異
な
る
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性
格
を
持
つ
こ
と
、
地
謡
座
が
能
舞
台
に
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
頃
の
古
い
内
容
を
有
す
る
こ
と
を
指
摘
、
ま
た
下
掛
リ
の
演
出
を
記
す
曲

が
多
い
点
か
ら
下
掛
リ
系
統
の
型
付
の
可
能
性
を
想
定
さ
れ
て
い
る
（
7
）。
本
書
の
翻
刻
の
一
部
が
『
大
観
世
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
8
）。

一
、『
能
之
秘
書
』
書
誌（

9
）

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
所
蔵
（
所
蔵
番
号
一
六
四
〇
）。
折
本
一
帖
。
一
四
二
折
。
表
紙
中
央
の
題
簽
（
縦
八
・
二
×
横
二
・
二
㎝
）

に
「
能
之
秘
書
」
と
記
さ
れ
る
が
、
内
容
は
ワ
キ
の
型
付
で
あ
る
。
内
題
は
な
い
。
表
表
紙
は
黒
色
、
裏
表
紙
は
つ
や
出
し
藍
色
。
大
き

さ
は
縦
一
一
・
八
×
横
六
・
〇
×
高
さ
四
・
〇
㎝
。
綺
羅
引
き
の
罫
線
入
り
鳥
の
子
紙
、
綺
羅
の
な
い
罫
線
入
り
鳥
の
子
紙
、
楮
紙
の
三

種
の
異
な
る
料
紙
を
張
り
継
ぎ
、
料
紙
の
継
ぎ
目
の
上
に
も
文
字
が
記
さ
れ
る
。
両
面
書
写
。
一
折
に
五
行
か
ら
七
行
に
渡
っ
て
、
漢
字

平
仮
名
交
じ
り
の
本
文
を
記
す
。
冒
頭
に
目
録
を
掲
載
し
、
目
録
の
最
後
に
は
「
秘
伝
書
」
と
あ
る
。
本
文
は
す
べ
て
同
筆
と
思
わ
れ
る
。

奥
書
は
な
い
。
書
体
は
慶
長
の
頃
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。
帙
入
り
。
帙
の
題
簽
に
は
「
謡
の
秘
書

慶
長
頃
古
写
本
」
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
本
文
と
は
明
ら
か
に
筆
が
違
い
、
題
名
も
異
な
る
こ
と
か
ら
帙
は
本
来
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

冒
頭
に
宝
玲
文
庫
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
の
英
文
メ
モ
が
冒
頭
に
貼
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
本
資
料
は
明
治

の
実
業
家
で
金
剛
流
を
嗜
ん
だ
平
瀬
亀
之
助
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
蔵
書
印
は
ほ
か
に
弘
文
荘
「
月
明
荘
」
の
も
の
が
表
面

の
末
尾
に
あ
る
。

装
丁
の
特
色
の
一
つ
は
折
本
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
型
付
は
冊
子
で
伝
わ
る
場
合
が
多
く
、
本
書
の
よ
う
な
折
本
は
型
付
資

料
と
し
て
非
常
に
珍
し
い
。

第
二
十
九
折
の
末
行
に
「
一

十

か
も
」
と
曲
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
次
の
第
三
十
折
は
全
面
が
空
白
に
な
っ
て
お
り
、
第
三
十

一
折
に
〈
賀
茂
〉
の
冒
頭
か
ら
の
本
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
百
五
折
に
は
〈
野
宮
〉
の
本
文
が
記
さ
れ
る
が
、
第
百
六
折
が
全
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面
空
白
で
、
第
百
七
折
に
次
曲
の
〈
千
手
〉
が
記
さ
れ
る
。
ど
ち
ら
も
折
本
の
一
畳
み
分
が
と
ば
さ
れ
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
『
能
之
秘

書
』
は
折
本
に
装
丁
さ
れ
た
後
に
本
文
が
書
き
留
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
書
き
記
す
際
に
誤
っ
て
一
折
を
重
ね
て
開
い
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
所
収
曲
】

冒
頭
に
所
収
曲
の
目
録
が
あ
り
、
以
下
の
百
十
八
曲
を
記
し
て
い
る
（
こ
こ
で
は
曲
名
を
通
行
の
表
記
に
あ
ら
た
め
た
）。

高
砂
・
老
松
・
呉
服
・
伏
見
・
養
老
・
志
賀
・
難
波
・
邯
鄲
・
放
生
川
・
賀
茂
・
弓
八
幡
・
白
楽
天
・
皇
帝
・
道
明
寺
・
猩
々
・
白

髭
・
氷
室
・
鵜
羽
・
玉
井
・
咸
陽
宮
・
金
札
・
和
布
刈
・
田
村
・
頼
政
・
清
経
・
八
島
・
通
盛
・
忠
度
・
兼
平
・
経
政
・
実
盛
・
敦

盛
・
江
口
・
采
女
・
定
家
・
夕
顔
・
松
風
・
熊
野
・
源
氏
供
養
・
仏
原
・
井
筒
・
芭
蕉
・
軒
端
梅
・
楊
貴
妃
・
野
宮
・
千
手
・
半

蔀
・
当
麻
・
三
輪
・
龍
田
・
杜
若
・
海
人
・
羽
衣
・
船
橋
・
鵜
飼
・
葛
城
・
山
姥
・
遊
行
柳
・
女
郎
花
・
錦
木
・
融
・
春
日
龍
神
・

鵺
・
朝
顔
・
西
行
桜
・
雲
林
院
・
蟻
通
・
関
寺
小
町
・
卒
都
婆
小
町
・
鸚
鵡
小
町
・
通
小
町
・
隅
田
川
・
三
井
寺
・
柏
崎
・
班
女
・

百
万
・
浮
舟
・
玉
鬘
・
善
知
鳥
・
天
鼓
・
小
督
・
藤
戸
・
東
岸
居
士
・
富
士
太
鼓
・
二
人
静
・
松
虫
・
阿
漕
・
梅
枝
・
水
無
瀬
・
籠

太
鼓
・
自
然
居
士
・
張
良
・
景
清
・
接
待
・
朝
長
・
春
栄
・
元
服
曾
我
・
安
宅
・
七
騎
落
・
満
仲
・
盛
久
・
鉢
木
・
錦
戸
・
葵
上
・

鐘
馗
・
綱
・
項
羽
・
船
弁
慶
・
大
会
・
是
界
・
鞍
馬
天
狗
・
殺
生
石
・
鉄
輪
・
道
成
寺
・
黒
塚
・
紅
葉
狩
・
藍
染
川
・
松
山
鏡

所
収
曲
は
現
行
曲
が
中
心
で
、
ほ
ぼ
脇
能
・
修
羅
能
・
鬘
能
の
順
で
並
ぶ
。
後
半
は
四
番
目
物
と
五
番
目
物
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
が
、

小
町
物
や
物
狂
能
、
直
面
の
能
な
ど
、
あ
る
程
度
の
分
類
意
識
が
う
か
が
え
る
。
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写真 1 第 20折裏 右〈松山鏡〉末、左 重複〈通盛〉

〈
高
砂
〉
は
ワ
キ
登
場
段
を
中
心
に
動
き
が
詳
細
で
、
基
準
の
曲
と
し
て
長
文
に
な
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
ワ
キ
方
の
習
い
の
曲
や
ワ

キ
の
演
技
が
中
心
と
な
る
曲
、〈
張
良
〉〈
船
弁
慶
〉〈
紅
葉
狩
〉〈
藍
染
川
〉
等
は
長
文
で
あ
る
。

【
重
複
曲
の
問
題
】

右
の
所
収
曲
リ
ス
ト
で
傍
線
を
付
し
た
〈
春
日
龍
神
〉
の
記
事
の
途
中
か
ら
は
、
本
文
が
裏
面
に
移
り
、〈
松
山
鏡
〉
で
締
め
く
く
ら

れ
る
。
し
か
し
〈
松
山
鏡
〉
の
後
、〈
通
盛
〉
の
末
の
本
文
か
ら
再
び
記
事
が
始
ま
り
（
写
真
1
）、
以
下
〈
忠
度
・
兼
平
・
経
政
・
実
盛

・
敦
盛
・
江
口
・
采
女
・
定
家
〉
の
本
文
と
、〈
夕
顔
〉
の
途
中
ま
で
の

本
文
が
再
度
記
さ
れ
て
い
る
（
リ
ス
ト
の
波
線
部
の
曲
）。
こ
れ
ら
の
重

複
曲
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
罫
線
が
入
っ
た
綺
羅
引
き
の
鳥
の
子
を
使

用
し
た
、
第
二
十
折
か
ら
第
一
折
の
裏
面
に
当
た
る
。
こ
の
表
面
に
は
、

目
録
（
第
一
折
）
か
ら
〈
伏
見
〉（
第
二
十
折
）
ま
で
の
記
事
が
書
か
れ

て
い
る
。

裏
面
の
重
複
分
本
文
と
表
面
の
初
出
本
文
を
詳
細
に
比
べ
る
と
、
文
字

遣
い
も
含
め
た
細
か
な
相
違
が
見
え
る
。
付
き
合
わ
せ
る
と
、
両
方
そ
れ

ぞ
れ
に
脱
字
や
脱
文
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か
を
原
本
と
し
て
写
し
間
違
っ
た

り
、
推
敲
に
よ
っ
て
脱
字
な
ど
が
生
じ
た
り
し
た
の
で
は
な
く
、
元
に
な

る
型
付
を
そ
れ
ぞ
れ
に
書
き
写
し
た
際
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。『
能
之

秘
書
』
は
原
本
を
写
し
た
写
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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写真 2 補修後 表表紙見返し 重複〈夕顔〉末

裏
面
に
記
さ
れ
た
重
複
分
に
つ
い
て
、
始
ま
り
と
終
わ
り
が
不
完
全
な

形
の
本
文
に
な
っ
て
い
る
点
を
考
え
て
み
た
い
。
重
複
分
の
最
初
の
〈
通

盛
〉
は
、「
し
■
□
□
□
□
□
■
シ
テ
と
一
度
、
に
す
ハ
る
也
。
後
は
こ

し
を
ふ
む
也
（
■
は
難
読
。
□
は
空
白
を
示
す
）」
と
あ
る
。
最
初
の
一

行
は
ち
ょ
う
ど
料
紙
の
継
ぎ
目
に
当
た
り
、
判
読
で
き
る
文
字
が
少
な
い

が
、
こ
の
部
分
は
表
面
の
〈
通
盛
〉
の
末
尾
「（
か
つ
）
し
や
う
し
て
言

也
。
し
て
と
一
度
に
、
す
ハ
る
也
、
後
ハ
こ
し
を
不
懸
也
」
と
、
ほ
ぼ
同

じ
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
重
複
分
の
最
後
の
〈
夕
顔
〉
は
、「
■
て
■
■
せ
う
し
、
な
を

る
。
但
し
、
御
前
の
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
表
面
の
〈
夕
顔
〉
の

途
中
、「
立
て
、
か
つ
せ
う
し
、
な
を
る
。
但
、
御
前
の
能
な
ら
ハ
、
正

方
へ
不
向
、
わ
き
正
方
を
請
也
」
の
傍
線
部
と
一
致
す
る
内
容
で
あ
る
。

中
途
半
端
な
言
葉
か
ら
一
曲
の
記
事
を
書
き
始
め
る
と
は
考
え
に
く
く
、
重
複
分
の
始
ま
り
の
〈
通
盛
〉
と
終
わ
り
の
〈
夕
顔
〉
も
、

元
々
は
記
事
の
始
ま
り
と
終
わ
り
を
備
え
た
、
完
全
な
形
で
本
文
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
重
複
〈
夕
顔
〉
の
末
と
表
表
紙
の
関
係
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
く
。
現
在
、『
能
之
秘
書
』
の
表
表
紙
の
見
返
し
に
は
一
折

分
の
遊
紙
が
貼
ら
れ
、
補
修
が
な
さ
れ
て
い
る
（
写
真
2
）。
し
か
し
遊
紙
の
な
い
補
修
前
と
思
わ
れ
る
画
像
が
能
楽
研
究
所
に
あ
り

（
写
真
3
）、
補
修
は
研
究
所
の
所
蔵
と
な
っ
た
後
に
お
こ
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
写
真
3
」
を
見
る
と
、
重
複
〈
夕
顔
〉
の
上
部
や
右
側
に
は
濃
い
藍
色
が
付
着
し
、
下
部
に
は
紙
が
剝
が
れ
た
よ
う
な
痕
跡
が
確
認
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写真 3 補修前 表表紙見返し 重複〈夕顔〉末

で
き
、
剝
が
れ
た
表
表
紙
の
見
返
し
の
藍
色
が
、
重
複
〈
夕
顔
〉
に
付
着

し
た
色
と
一
致
す
る
。
表
表
紙
見
返
し
と
、
重
複
〈
夕
顔
〉
の
終
わ
り
部

分
の
文
字
が
書
か
れ
た
面
が
、
か
つ
て
は
貼
り
合
わ
さ
れ
て
い
て
、
後
に

剝
が
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

本
来
は
、
重
複
〈
夕
顔
〉
の
終
わ
り
は
表
表
紙
の
見
返
し
に
貼
ら
れ
て

見
え
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
重
複
〈
夕
顔
〉
の
記
事
は
、
最
後
が
読
め

な
く
と
も
か
ま
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

〈
通
盛
〉
の
終
わ
り
か
ら
の
重
複
分
と
、
折
本
の
表
面
に
書
か
れ
た
目

録
か
ら
〈
松
山
鏡
〉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
時
に
記
さ
れ
た
、
別
の
も
の
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
前
に
『
能
之
秘
書
』
が
折
本
の
状
態
で
書
き

記
さ
れ
た
こ
と
を
推
測
し
た
が
、
先
に
重
複
分
を
書
い
た
紙
が
存
在
し
、

そ
れ
を
裏
面
と
し
て
利
用
し
て
折
本
を
作
成
し
、
そ
の
後
に
表
面
に
目
録

か
ら
記
し
て
い
き
、
裏
面
も
使
っ
て
〈
高
砂
〉
か
ら
〈
松
山
鏡
〉
ま
で
の

本
文
を
記
し
た
と
い
う
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
写
真
1
」
第
二
十
折
裏
の
右
側
は
〈
松
山
鏡
〉
の
最
後
の
部
分
で
、

左
側
が
重
複
〈
通
盛
〉
と
〈
忠
度
〉
の
冒
頭
で
あ
る
。
こ
の
第
二
十
折

〈
松
山
鏡
〉
と
前
の
第
十
九
折
〈
松
山
鏡
〉
の
本
文
（
写
真
4
）
と
比
べ

る
と
、
第
二
十
折
は
文
字
が
小
さ
く
、
行
間
が
狭
く
な
っ
て
い
る
。
既
に
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写真 4 第 19折裏 〈松山鏡〉

第
二
十
折
の
左
側
に
〈
通
盛
〉
の
本
文
が
書
か
れ
て
い
た
の
な
ら
ば
、
な

ん
と
か
空
白
が
残
っ
て
い
る
右
側
に
〈
松
山
鏡
〉
の
最
後
ま
で
を
す
べ
て

収
め
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
第
二
十
折
は
前
折
の
十
九
折

に
比
べ
、
文
字
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
記
述

の
違
い
は
、
先
に
重
複
分
が
書
か
れ
た
紙
が
、
折
本
に
使
用
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
と
関
連
し
て
は
い
ま
い
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
裏
面
と
は
い
え
折

本
の
冒
頭
に
既
に
文
字
が
書
か
れ
た
紙
を
使
用
し
た
こ
と
は
不
可
解
で
あ

り
、『
能
之
秘
書
』
に
重
複
曲
が
記
さ
れ
た
理
由
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明

と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

奥
書
が
な
い
た
め
、
著
者
や
書
写
者
に
つ
い
て
の
情
報
は
全
く
不
明
で

あ
る
が
、
全
体
的
に
本
書
に
は
誤
字
や
衍
字
、
当
て
字
が
や
や
目
立
つ
。

表
面
と
裏
面
重
複
分
に
見
え
る
脱
文
の
ほ
か
に
、〈
熊
野
〉
な
ど
に
も
明

ら
か
な
脱
文
が
確
認
で
き
る
。
ほ
か
に
も
〈
経
政
〉
の
ワ
キ
は
行
慶
上
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
か
ら
地
方
へ
下
っ
て
き
た
僧
を

表
す
「
下
僧
」
と
記
す
誤
り
や
、
詞
章
や
台
詞
の
間
違
い
な
ど
が
〈
千
手
〉〈
浮
舟
〉〈
雲
林
院
〉
等
に
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
脱
文

や
誤
り
に
気
付
か
ず
に
記
し
て
い
る
点
か
ら
は
、
能
の
演
者
自
身
が
書
き
写
し
た
と
は
や
や
考
え
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
、『
能
之
秘
書
』
に
見
え
る
古
態

先
に
あ
げ
た
脇
型
付
の
う
ち
②
「
慶
長
四
年
福
王
脇
所
作
付
」
は
、
実
際
の
勧
進
能
の
見
聞
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
基
本
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的
に
は
①
『
福
王
流
古
型
付
』
及
び
③
「
脇
所
作
付
」
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
と
『
能
之
秘
書
』
に
共
通
す
る
特
色
を
ま
ず
指
摘
し
て
お
き

た
い
。

三
つ
の
型
付
の
共
通
点
の
一
つ
は
、
曲
ご
と
の
内
容
の
構
成
に
あ
る
。
夢
幻
能
の
間
狂
言
場
面
の
あ
る
曲
に
お
い
て
は
、
初
め
に
ワ
キ

方
の
人
数
と
装
束
を
示
し
、
次
に
所
作
の
説
明
、
そ
し
て
間
狂
言
場
面
で
の
ワ
キ
の
台
詞
を
記
し
、
後
場
の
所
作
の
記
述
へ
と
続
い
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
一
曲
ご
と
の
記
述
ス
タ
イ
ル
が
三
つ
の
型
付
で
似
通
っ
て
い
る
。
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
間
狂
言
場
面
で
ア
イ
に
対

応
す
る
ワ
キ
の
台
詞
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
着
目
し
て
、『
福
王
流
古
型
付
』
が
紹
介
さ
れ
る
以
前
の
稿
に
て
（
10
）、

表
氏
は
「
脇
所
作
付
」
を
「
ワ
キ
セ
リ
フ
集
」
と
し
て
最
古
の
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

ワ
キ
の
演
技
に
特
化
し
た
型
付
に
台
詞
が
記
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
世
阿
弥
自
筆
能
本
か
ら
版
本
に
至
る
ま
で
謡
本
に
は
間
狂
言

場
面
の
台
詞
を
記
さ
な
い
と
い
う
姿
勢
が
影
響
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
の
ち
に
、
ワ
キ
の
語
や
台
詞
は
型
付
で
は
な
く
、
ワ
キ
の
伝
書
や
台

詞
集
と
し
て
別
の
形
で
書
き
留
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
型
付
の
形
式
が
定
着
し
て
い
く
過
程
で
、
所
作
が
ほ
と
ん
ど
な
い
夢
幻

能
の
間
狂
言
場
面
の
ワ
キ
の
台
詞
を
型
付
に
書
い
て
お
く
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
型
付
に
ワ
キ
の
台
詞
を
記
す
こ
と
が
、
江

戸
時
代
初
期
の
脇
型
付
の
特
色
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

型
付
部
分
の
み
に
注
目
し
が
ち
で
あ
る
が
、『
能
之
秘
書
』
や
①
③
が
伝
え
る
江
戸
初
期
の
ワ
キ
の
台
詞
は
、
シ
テ
の
語
る
内
容
や
ア

イ
の
語
リ
と
の
つ
き
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
作
品
研
究
に
お
い
て
も
有
益
な
資
料
の
一
つ
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

二
つ
目
の
共
通
点
も
、
間
狂
言
の
場
面
に
関
わ
る
特
色
で
あ
る
。
三
つ
の
型
付
で
は
、
間
狂
言
場
面
の
始
ま
り
で
、
最
初
に
ア
イ
が
ワ

キ
に
声
を
掛
け
る
の
か
、
そ
れ
と
も
ワ
キ
が
ア
イ
を
呼
び
出
す
の
か
、
二
つ
の
や
り
方
の
区
別
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
で
言
及
し

て
い
る
。
最
初
の
声
掛
け
が
ど
ち
ら
な
の
か
は
、
ア
イ
に
と
っ
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
た
め
、
声
掛
け
の
区
別
の
情
報
は
、
さ
ま
ざ
ま
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な
間
狂
言
台
本
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
明
確
に
年
記
の
わ
か
る
間
狂
言
台
本
と
し
て
、
寛
永
十
六
年
奥
書
の
『
大
蔵
虎
清
間
・

風
流
伝
書
（
11
）』
を
と
り
あ
げ
て
お
く
。

は
じ
め
に
、
ア
イ
か
ら
ワ
キ
へ
声
を
掛
け
る
例
と
し
て
、〈
芭
蕉
〉
の
該
当
部
分
を
あ
げ
る
。

『
能
之
秘
書
』

狂
言
か
ゝ
る
時
、「
近
ふ
渡
候
へ
。
何
と
て
此
ほ
と
ハ
御
出
も
な
く
候
そ
」。

『
福
王
流
古
型
付
』

扨
、
シ
テ
入
テ
、
あ
い
わ
、
あ
な
た
ヨ
リ
い
ヅ
る
。

「
脇
所
作
付
」

セ
リ
フ
、
狂
言
ヨ
リ
云
也
。

『
大
蔵
虎
清
間
・
風
流
伝
書
』
是
は
間
を
い
ふ
も
の
よ
り
か
な
ら
ず
出
る
間
也
。

『
能
之
秘
書
』
の
「
か
ゝ
る
」
と
は
声
を
掛
け
る
と
い
う
意
で
あ
る
。
ア
イ
が
呼
び
掛
け
た
後
に
、
ワ
キ
が
「
近
く
へ
来
て
く
だ
さ
い
」

と
答
え
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
全
て
の
資
料
で
は
、
ア
イ
が
先
に
呼
び
掛
け
て
お
り
、
現
行
の
〈
芭
蕉
〉
で
も
ア
イ
の
声
掛
け
か
ら
間
狂
言

場
面
が
始
ま
る
。〈
芭
蕉
〉
の
ワ
キ
は
庵
に
定
住
す
る
僧
で
あ
り
、
設
定
上
、
庵
か
ら
ワ
キ
は
動
け
な
い
た
め
、
ア
イ
が
訪
ね
て
来
る
の

で
あ
る
。『
能
之
秘
書
』
で
は
、〈
芭
蕉
〉
と
同
様
に
先
に
ア
イ
が
ワ
キ
に
声
掛
け
を
す
る
も
の
に
〈
八
島
・
通
盛
・
兼
平
・
仏
原
・
三

輪
〉
な
ど
が
あ
る
。

現
在
の
能
で
は
、
脇
能
と
〈
海
人
・
善
知
鳥
・
天
鼓
〉
な
ど
を
除
き
、
夢
幻
能
形
式
の
語
間
の
あ
る
曲
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
、
先
に

ア
イ
が
声
を
掛
け
て
間
狂
言
が
始
ま
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
右
に
と
り
あ
げ
た
資
料
で
は
必
ず
し
も
ア
イ
が
先
に

声
を
か
け
る
わ
け
で
は
な
い
。〈
井
筒
〉
の
例
で
見
て
み
よ
う
。
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『
能
之
秘
書
』

立
て
、「
い
か
に
在
所
の
人
の
渡
り
候
か
」。

『
福
王
流
古
型
付
』

扨
、
シ
テ
入
テ
、
あ
ひ
よ
び
出
し
も
ス
ル
。
又
、
あ
な
た
ヨ
リ
モ
出
ル
。

「
脇
所
作
付
」

セ
リ
フ
、「
当
所
ノ
人
ノ
渡
り
候
か
」。

『
大
蔵
虎
清
間
・
風
流
伝
書
』
間
を
云
も
の
よ
り
出
る
也
。
又
わ
き
よ
り
尋
事
も
あ
り
。

現
在
の
〈
井
筒
〉
で
は
、
先
に
ア
イ
が
声
を
掛
け
て
い
る
が
、
右
の
例
は
逆
に
ワ
キ
が
声
を
掛
け
る
や
り
方
を
記
し
て
い
る
。『
能
之

秘
書
』
は
、
シ
テ
の
中
入
後
に
ワ
キ
が
立
っ
て
ア
イ
に
「
こ
の
辺
り
の
者
は
い
ま
す
か
」
と
、
ア
イ
よ
り
も
先
に
声
を
掛
け
る
。「
脇
所

作
付
」
も
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
、『
福
王
流
古
型
付
』
と
『
大
蔵
虎
清
間
・
風
流
伝
書
』
は
両
様
を
伝
え
て
い
る
。『
福
王
流
古
型
付
』
で
は
、
シ
テ
の
中
入
後

に
ワ
キ
が
ア
イ
を
呼
び
出
し
も
す
る
が
、
ま
た
は
「
あ
な
た
（
向
こ
う
）」、
ア
イ
か
ら
も
舞
台
に
出
る
と
あ
る
。『
大
蔵
虎
清
間
・
風
流

伝
書
』
は
ア
イ
か
ら
出
る
と
述
べ
た
う
え
で
、
ワ
キ
か
ら
尋
ね
る
こ
と
も
あ
る
と
す
る
。

〈
井
筒
〉
の
ワ
キ
は
旅
の
僧
で
あ
り
、
在
所
の
者
を
探
し
尋
ね
る
と
い
う
展
開
も
、
シ
テ
が
消
え
失
せ
て
呆
然
と
す
る
ワ
キ
の
前
に
在

所
の
者
が
訪
ね
る
展
開
の
ど
ち
ら
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
解
釈
の
幅
が
両
様
の
や
り
方
を
生
ん
だ
と
い
え
よ
う
。

『
能
之
秘
書
』
に
も
両
様
の
や
り
方
を
示
す
記
事
が
あ
り
、〈
敦
盛
〉「
立
て
、
在
所
の
者
を
よ
ふ
。
狂
言
よ
り
、
か
ゝ
る
事
も
在
之
」、

〈
雲
林
院
〉「
間
、
か
ゝ
る
也
。
但
、
か
ゝ
ら
す
ハ
立
て
、「
此
所
の
人
の
渡
候
か
」」、〈
融
〉「
か
ゝ
ら
す
ハ
、
す
く
に
行
て
、
よ
ふ
。
又
、

か
ゝ
ら
は
、
し
て
入
て
か
ら
、
其
ま
ゝ
す
わ
る
也
」
の
三
例
が
確
認
で
き
る
。〈
敦
盛
・
雲
林
院
・
融
〉
は
、
現
在
で
は
ア
イ
が
先
に
声

掛
け
を
す
る
が
、『
能
之
秘
書
』
が
書
か
れ
た
頃
に
は
両
様
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。『
能
之
秘
書
』
や
『
福
王
流
古
型
付
』
等
に
は
、
現

在
の
よ
う
に
夢
幻
能
形
式
の
語
間
の
あ
る
曲
で
、
ア
イ
が
最
初
の
声
掛
け
を
す
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
る
以
前
の
状
況
が
反
映
し
て
い
る
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と
思
わ
れ
る
。

間
狂
言
場
面
の
初
め
の
声
掛
け
の
区
別
は
一
見
す
る
と
些
細
な
違
い
に
も
思
え
る
が
、
事
前
に
明
確
に
決
め
て
お
か
な
い
と
舞
台
の
進

行
に
問
題
が
生
じ
る
重
要
な
事
項
で
あ
る
。『
能
之
秘
書
』
に
は
間
狂
言
場
面
で
は
な
い
が
、
シ
テ
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
を
指
示
す
る

記
事
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
狂
言
方
と
の
間
で
も
、
両
様
が
あ
る
と
記
さ
れ
る
場
合
に
は
確
認
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

間
狂
言
場
面
を
始
め
る
の
が
ワ
キ
か
ア
イ
か
と
い
う
問
題
は
、
曲
ご
と
の
趣
向
や
展
開
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
夢
幻
能
に
お
け
る
ワ

キ
や
ア
イ
の
役
割
と
い
っ
た
事
柄
と
も
関
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
よ
り
多
く
の
資
料
と
曲
を
対
象
に
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別

稿
で
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

第
三
の
共
通
点
は
、
ワ
キ
の
道
行
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。『
能
之
秘
書
』
に
は
「
道
行
、
付
候
而
（
老
松
）」・「
付
而
（
呉
服
）」
等
、

ま
た
は
「
道
行
、
付
す
（
野
宮
）」「
付
す
（
朝
顔
）」
と
い
っ
た
指
示
が
、
ほ
と
ん
ど
の
曲
に
あ
る
。『
福
王
流
古
型
付
』
に
も
「
道
行
、

う
た
ひ
付
テ
（
高
砂
）」・「
道
行
、
謡
ツ
カ
ズ
（
志
賀
）」
な
ど
と
よ
く
似
た
指
示
が
記
さ
れ
る
。「
脇
所
作
付
」
で
は
「
道
行
、
常
の
如

く
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、〈
高
砂
〉
で
は
「「
高
砂
ノ
浦
ニ
着
き
に
け
り
」
と
云
時
、
右
へ
ひ
ら
き
付
也
」
と
見
え
る
。

道
行
が
付
く
、
付
か
な
い
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
ワ
キ
登
場
段
の
道
行
﹇
上
ゲ
歌
﹈

で
最
終
句
が
「
○
○
に
着
き
に
け
り
」
と
い
う
詞
章
で
終
わ
っ
て
い
る
か
、
そ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
能
之
秘
書
』
で

「
付
而
」
な
ど
と
指
示
さ
れ
て
い
る
〈
老
松
・
呉
服
・
高
砂
〉
は
道
行
が
「
着
き
に
け
り
」
で
終
わ
っ
て
お
り
、「
付
か
ず
」
と
あ
る
〈
野

宮
・
朝
顔
・
志
賀
〉
は
登
場
段
を
し
め
く
く
る
謡
が
道
行
で
は
な
か
っ
た
り
、
道
行
で
あ
っ
て
も
「
着
き
に
け
り
」
で
は
終
わ
ら
な
い
、

と
い
う
よ
う
に
は
っ
き
り
分
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
「
付
く
・
付
か
ず
」
は
単
に
謡
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、「
着
き
に
け
り
」
の
謡
に
合
わ
せ
た
所
作
の
こ
と
も
示
し
て
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い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
後
代
の
脇
型
付
に
は
「
着
足
」
や
「
本
着
・
半
着
」
等
の
記
述
が
あ
り
、
現
在
で
も
詞
章
が
「
着
き
に
け
り
」
の

場
合
に
は
決
ま
っ
た
所
作
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
所
作
を
手
掛
か
り
に
、「
付
く
」
が
謡
に
合
わ
せ
た
所
作
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
、
ま
た
そ
の
具
体
的
な
中
身
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
る
。

『
能
之
秘
書
』
や
『
福
王
流
古
型
付
』
の
演
出
や
用
語
に
つ
い
て
、
ワ
キ
方
福
王
流
能
楽
師
の
福
王
茂
十
郎
師
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お

こ
な
っ
た
際
に
、
現
在
で
も
福
王
流
で
は
「
謡
付
く
」
と
「
謡
付
か
ず
」
の
区
別
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
、
謡
に
「
付
く
」
場
合
に
は

「
付
き
足
」
と
い
う
足
遣
い
を
す
る
こ
と
を
お
教
え
い
た
だ
い
た
（
12
）。
そ
の
足
遣
い
の
具
体
的
な
動
き
に
つ
い
て
も
説
明
を
受
け
た
。
ま
と

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
○
○
に
着
き
に
け
り
」
と
謡
う
時
は
、
鏡
板
の
方
向
へ
向
き
出
て
止
ま
る
。
こ
の
後
ろ
を
向
い
た
状
態
で
、
右
足
を
引
き
、
左
足

を
少
し
左
後
ろ
へ
引
き
、
右
足
を
出
し
、
そ
こ
に
左
足
を
掛
け
て
舞
台
正
面
を
向
く
、
と
い
う
一
連
の
足
遣
い
で
あ
る
。「
着
き
に

け
り
」
の
謡
で
は
な
い
時
は
、
左
右
の
足
を
引
い
て
出
す
と
い
う
動
き
を
し
な
い
で
、
す
ぐ
に
足
を
掛
け
て
正
面
を
向
く
。

あ
る
場
所
へ
移
動
し
到
着
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
場
面
転
換
の
上
で
大
事
な
区
切
り
と
な
る
。
あ
え
て
足
を
引
く
動
き
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
逆
に
到
着
し
た
こ
と
を
際
立
た
せ
る
狙
い
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
謡
に
「
付
く
」
と
は
、「
○
○
に
着
き
に
け
り
」
の
謡

に
合
わ
せ
て
足
遣
い
を
見
せ
る
所
作
と
い
え
る
。「
付
か
ず
」
の
場
合
は
、
そ
の
足
遣
い
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
最
後
の
足
を

掛
け
て
正
面
を
向
く
動
き
は
、
道
行
の
後
の
着
キ
ゼ
リ
フ
や
次
の
謡
に
備
え
た
次
の
所
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

現
在
、「
付
き
足
」
は
常
座
も
し
く
は
目
付
柱
前
で
す
る
場
合
と
、
地
謡
の
前
で
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ワ
キ
が
ワ
キ
ツ
レ
を

伴
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
区
別
さ
れ
、
ワ
キ
ツ
レ
を
伴
わ
な
い
場
合
は
常
座
で
「
付
き
足
」
を
し
、
ワ
キ
ツ
レ
を
伴
う
場
合
は
地
謡
前
で
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お
こ
な
う
。
右
に
ま
と
め
た
や
り
方
は
、
常
座
で
の
「
付
き
足
」
に
あ
た
る
。
地
謡
前
の
「
付
き
足
」
で
は
最
初
に
引
く
足
が
左
足
に
な

り
、
右
足
を
少
し
右
後
ろ
へ
引
き
、
左
足
を
出
し
て
右
足
を
掛
け
て
正
面
を
向
く
。
こ
の
よ
う
に
場
所
が
変
わ
る
と
、
左
右
の
足
が
逆
に

な
る
こ
と
も
福
王
師
に
う
か
が
っ
た
。

現
在
の
「
付
き
足
」
を
ふ
ま
え
て
、『
能
之
秘
書
』
の
「
付
て
」
を
み
て
み
る
。『
能
之
秘
書
』
の
〈
高
砂
〉
で
は
、「「
高
砂
之
浦
」
と

云
所
に
て
左
の
足
を
少
引
、
右
よ
り
開
、
う
た
ひ
付
て
」
と
あ
り
、
傍
線
部
の
よ
う
に
他
の
曲
（「
付
而
・
付
く
」
等
）
に
比
べ
て
詳
し

く
記
さ
れ
て
い
る
。〈
高
砂
〉
で
あ
る
の
で
、
ワ
キ
は
ワ
キ
ツ
レ
を
伴
っ
て
お
り
、
道
行
時
に
ワ
キ
は
地
謡
前
に
位
置
し
て
い
る
。
現
在

の
地
謡
前
の
「
付
き
足
」
と
同
様
に
、『
能
之
秘
書
』
で
も
初
め
に
左
の
足
を
少
し
引
い
て
い
る
。
次
の
「
右
よ
り
開
」
は
、
右
足
を
少

し
右
後
ろ
へ
引
く
よ
う
な
、
現
在
の
動
き
に
当
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
よ
う
に
足
を
引
い
た
後
に
、
左
足
を
出
す
こ
と
は
示
さ
れ
て

い
な
い
が
、
到
着
の
態
を
強
調
す
る
足
を
「
引
く
」
動
き
が
一
致
す
る
の
で
あ
る
。「
付
き
足
」
の
源
は
『
能
之
秘
書
』
に
記
さ
れ
た
よ

う
な
動
き
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
ま
で
は
三
つ
の
脇
型
付
に
共
通
す
る
点
を
述
べ
て
き
た
が
、『
能
之
秘
書
』
の
個
々
の
曲
に
見
え
る
特
徴
的
な
演
技
に
つ
い
て
も

ふ
れ
て
お
き
た
い
。『
能
之
秘
書
』〈
隅
田
川
〉
で
は
ワ
キ
ツ
レ
を
「
あ
き
人
」、
商
人
に
設
定
し
、「
二
人
も
一
人
も
よ
し
」
と
記
す
。
現

行
と
異
な
り
、
複
数
の
ワ
キ
ツ
レ
が
登
場
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
舟
が
隅
田
川
対
岸
に
到
着
す
る
場
面
で
は
、「
俄
に
舟

付
、
か
つ
く
り
と
す
る
心
体
也
。
し
な
、
け
い
こ
に
有
也
」
と
あ
る
。
現
在
の
到
着
は
台
詞
の
み
で
表
さ
れ
る
が
、
着
岸
を
「
か
つ
く
り

と
す
る
」
演
技
で
表
し
、
そ
の
や
り
方
は
稽
古
が
必
要
と
い
う
の
で
あ
る
。「
心
体﹅

」
と
あ
る
こ
と
、
実
際
の
稽
古
を
求
め
る
こ
と
か
ら
、

「
か
つ
く
り
と
す
る
」
は
心
の
持
ち
よ
う
で
雰
囲
気
を
表
す
と
共
に
、
体
で
表
現
す
る
所
作
で
あ
る
と
解
釈
し
て
お
き
た
い
。「
心
」
の
語

を
使
っ
て
演
技
を
示
す
こ
と
に
つ
い
は
、
本
稿
の
後
半
で
ふ
れ
る
。
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〈
山
姥
〉
で
ワ
キ
従
者
が
ア
イ
里
人
に
道
を
教
わ
る
場
面
の
最
後
は
、
ワ
キ
が
「
さ
あ
ら
ハ
友
々
に
そ
の
よ
し
を
う
か
ゝ
い
申
さ
う
す

る
に
て
候
。
こ
な
た
へ
御
入
候
へ
」
と
言
っ
た
後
、「
狂
言
を
つ
れ
て
百
万
之
前
へ
出
」
と
記
さ
れ
る
。
現
行
で
は
ワ
キ
が
道
の
話
を
ア

イ
と
し
た
後
、
内
容
を
ツ
レ
百
ま
山
姥
に
伝
え
る
と
い
う
よ
う
に
、
ワ
キ
が
ア
イ
と
ツ
レ
の
間
を
行
き
来
し
て
、
ア
イ
と
ツ
レ
の
間
を
取

り
次
ぐ
形
で
場
面
が
進
む
。『
能
之
秘
書
』
は
ワ
キ
が
ア
イ
を
連
れ
て
ツ
レ
の
前
に
一
緒
に
行
く
と
い
う
演
出
で
あ
り
、
現
行
よ
り
も
ス

ム
ー
ズ
に
場
面
が
展
開
す
る
印
象
が
あ
る
。

状
況
に
合
わ
せ
た
臨
機
応
変
の
演
技
も
『
能
之
秘
書
』
は
記
し
て
い
る
。〈
張
良
〉
の
ワ
キ
張
良
が
、
川
に
投
げ
込
ま
れ
た
シ
テ
黄
石

公
の
沓
を
取
り
に
い
く
場
面
を
抄
出
す
る
。

〔
所
〕

「
な
か
る
ゝ
く
つ
を
と
ら
ん
」
と
言
時
、
く
つ
の
き
わ
へ
行
、
ち
か
つ
き
、
く
つ
を
と
ら
ん
と
す
る
な
り
。
く
つ
の
有
時
し
ら
さ
れ

ハ
、
時
に
よ
り
な
に
と
様
に
も
、
き
て
ん
し
た
ひ
な
り
。
も
し
、
く
つ
、
た
ひ
の
き
わ
な
と
へ
お
り
た
ら
は
、
お
り
、
両
小
あ
し
に

て
、
け
い
た
し
て
も
く
る
し
か
ら
す
。
よ
き
程
な
ら
は
、
其
ま
ゝ
お
く
な
り
。
人
の
目
に
か
ゝ
ら
さ
る
や
う
に
す
る
な
り
。

沓
の
在
処
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
そ
の
時
々
、
場
合
で
機
転
を
利
か
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現
行
で
は
沓
は
後
見
が
目
付
柱

辺
り
に
投
げ
る
が
、
古
く
は
シ
テ
が
投
げ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
『
能
之
秘
書
』
も
シ
テ
が
投
げ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ

え
「
機
転
次
第
」
と
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
面
白
い
の
は
、
沓
が
台
の
際
に
落
ち
た
場
合
に
は
下
り
て
「
両
小
足
に
て
蹴
出
し
」、

左
右
の
足
で
少
し
ず
つ
蹴
り
出
し
て
も
問
題
は
な
く
、
丁
度
よ
い
場
所
に
沓
が
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
、
人
目
に
つ
か
な
い
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
、
具
体
的
な
対
応
策
を
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
能
之
秘
書
』
に
は
現
行
と
異
な
る
演
出
や
演
技
を
含
む
曲
が
幾
つ
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
点
も
大
い
に
着
目
で
き
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る
特
色
と
い
え
る
。

三
、『
能
之
秘
書
』
の
系
統

福
王
流
の
『
福
王
流
古
型
付
』
や
下
掛
リ
と
さ
れ
る
「
脇
所
作
付
」
に
対
し
て
、『
能
之
秘
書
』
に
は
奥
書
が
な
く
、
一
見
す
る
と
そ

の
系
統
が
不
明
な
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
『
能
之
秘
書
』
に
見
え
る
別
演
出
や
配
役
に
関
す
る
記
事
の
中
に
は
、
そ
れ
ら
を
下
掛
り
の

や
り
方
と
記
し
て
い
る
例
が
い
く
つ
も
あ
る
。

①

正
方
へ
向
、
立
。
太
刀
持
も
扇
を
さ
し
ゐ
る
。
車
に
の
り
、
ひ
た
り
の
あ
し
、
な
ら
ひ
在
之
。
太
刀
を
取
、
笛
の
前
ニ
置
。
下

か
ゝ
り
に
ハ
太
刀
持
ハ
、
た
ゝ
す
。

〈
熊
野
〉

②

た
ゝ
し
、
下
か
ゝ
り
に
ハ
、
つ
れ
、
は
や
〳
〵
帰
れ
ハ
、
し
て
へ
す
く
に
言
渡
也
。

〈
熊
野
〉

③

又
、
下
か
ゝ
り
に
ハ
、「
し
ほ
う
」
を
一
句
、
脇
う
た
ふ
也
。

〈
当
麻
〉

④

下
か
ゝ
り
に
は
、
太
郎
坊
本
脇
と
也
。

〈
是
界
〉

〔
行
〕

⑤
「
さ
ら
ハ
引
て
見
う
す
る
に
て
候
」
と
言
。
扇
を
さ
し
、
し
ゆ
す
を
右
へ
取
、
二
人
な
か
ら
立
。
し
て
柱
の
方
へ
ま
わ
り
た
る

か
吉
。
作
り
物
の
内
を
見
て
、「
ふ
し
き
や
」
と
言
也
。
下
か
ゝ
り
に
ハ
脇
正
方
の
か
た
へ
廻
と
也
。
そ
れ
ハ
悪
し
と
言
也
。

〈
黒
塚
〉

⑥

つ
れ
脇
、「
た
な
は
た
の
ま
つ
り
お
そ
な
ハ
り
候
」
と
言
時
、
立
て
、
し
て
の
わ
き
へ
よ
り
、
引
た
つ
る
心
在
之
。
但
、
今
春

方
に
ハ
袖
を
引
立
る
也
。
京
に
も
、
引
立
て
も
よ
し
と
也
。

〈
関
寺
小
町
〉

⑦

立
て
、
大
鼓
の
前
へ
出
。
右
之
ひ
さ
を
つ
き
、
左
の
ひ
さ
を
立
、
両
の
手
を
付
、「
い
か
に
」
と
言
、「
た
み
さ
か
へ
」
と
か
し



99 江戸時代初期のワキの演技

ら
を
さ
く
る
也
。
立
て
、
も
と
の
所
へ
な
を
る
也
。
但
金
春
に
ハ
ち
こ
へ
扇
を
ひ
ろ
け
て
、
し
や
く
を
し
、
そ
れ
よ
り
な
を
る

也
。「
皆
き
え
〳
〵
」
の
時
、
笛
の
前
へ
な
を
る
也
。
京
に
ハ
、
こ
し
か
き
を
本
脇
と
す
。
下
に
ハ
大
臣
を
本
脇
と
す
る
也
。

〈
邯
鄲
〉

こ
れ
ら
の
例
で
は
、
傍
線
部
の
よ
う
に
「
下
か
ゝ
り
」「
下
」「
金
春
（
今
春
）」
と
明
記
し
て
別
演
出
や
配
役
の
違
い
を
記
し
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
記
事
全
体
は
下
掛
リ
で
は
な
く
、
上
掛
リ
と
見
な
す
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
下
掛
リ
と
上
掛
リ
の
や
り
方
を
対

比
さ
せ
る
場
合
に
は
、
⑥
と
⑦
の
波
線
部
の
よ
う
に
「
京
」
と
い
う
語
を
使
っ
て
違
い
を
述
べ
て
い
る
。

ち
な
み
に
⑦
〈
邯
鄲
〉
で
は
、
現
行
と
は
配
役
が
異
な
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
現
行
の
上
掛
リ
と
下
掛
リ
は
と
も
に
、
輿
舁
二
人
が

ワ
キ
ツ
レ
、
輿
舁
と
別
に
登
場
す
る
勅
使
が
ワ
キ
、
大
臣
が
ワ
キ
ツ
レ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、『
能
之
秘
書
』
の
下
掛
リ
は
傍
線
部
の

よ
う
に
大
臣
が
ワ
キ
と
な
る
。
そ
も
そ
も
『
能
之
秘
書
』
で
は
、
勅
使
の
役
が
登
場
せ
ず
、
輿
舁
の
一
人
が
シ
テ
盧
生
を
起
こ
す
役
も
お

こ
な
っ
て
い
る
。
⑦
よ
り
も
前
の
本
文
に
は
「
こ
し
を
二
人
し
て
か
き
、
つ
れ
ハ
左
の
、
わ
き
ハ
右
也
」
と
あ
り
、
波
線
部
「
京
に
ハ
、

こ
し
か
き
を
本
脇
と
す
」
と
合
わ
せ
て
、
上
掛
リ
で
は
輿
舁
の
一
人
が
ワ
キ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
下
掛
リ
の
演
出
に
ふ
れ
た
り
、
上
掛
リ
と
下
掛
リ
を
対
比
さ
せ
た
記
事
だ
け
で
な
く
、
記
述
内
容
そ
の
も
の
が
上
掛
リ

系
統
の
演
出
に
な
っ
て
い
る
例
も
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
〈
白
楽
天
〉
の
現
行
に
お
け
る
ワ
キ
の
登
場
段
は
、
上
掛
リ
の
「
置
鼓
↓
名

ノ
リ
↓
次
第
」
と
い
う
展
開
と
、
下
掛
リ
の
「
真
ノ
次
第
↓
次
第
↓
名
ノ
リ
」
の
二
つ
の
演
出
が
あ
る
。『
能
之
秘
書
』
は
上
掛
リ
の
や

り
方
を
書
き
記
し
て
い
る
。〈
自
然
居
士
〉
は
、
シ
テ
よ
り
も
先
に
ワ
キ
が
登
場
す
る
下
掛
リ
の
演
出
で
は
な
く
、
シ
テ
が
登
場
し
た
後

に
ワ
キ
が
登
場
す
る
上
掛
リ
の
演
出
を
記
し
、〈
春
日
龍
神
〉
も
待
謡
の
あ
る
上
掛
リ
の
演
出
に
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、『
能
之
秘
書
』
に
は
人
名
が
一
箇
所
だ
け
出
て
く
る
。〈
融
〉
の
ワ
キ
登
場
段
﹇
下
ゲ
歌
﹈「
千
里
も
同
じ
一
足
」
の
謡
で
「
一
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足
引
も
有
。
い
や
石
源
大
夫
、
引
た
る
と
也
」
と
見
え
、
こ
こ
は
「
足
を
一
足
引
く
こ
と
も
あ
る
、
弥
石
源
大
夫
は
引
い
た
」
と
い
う
内

容
で
あ
る
。

弥
石
源
大
夫
は
『
四
座
役
者
目
録
』
に
「
宗
節
ノ
連
ヲ
ス
ル
。
脇
モ
ス
ル
。
古
キ
者
ニ
テ
、
巧
者
ナ
リ
」「
此
源
太
夫
ハ
、
八
十
バ
カ

リ
ニ
テ
果
ル
」
と
記
さ
れ
た
観
世
座
の
ワ
キ
役
者
で
あ
り
、
同
じ
『
四
座
役
者
目
録
』
に
は
福
王
盛
忠
の
師
の
一
人
と
し
て
名
前
が
あ
が

る
。〈

融
〉
の
「
引
く
も
あ
り
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
足
を
引
か
な
い
、
ま
た
は
前
に
出
る
動
き
が
通
常
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
、『
能

之
秘
書
』
は
引
く
動
き
を
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
弥
石
源
大
夫
の
名
を
出
し
て
、
常
で
は
な
い
引
く
動
き
に
も

正
当
性
が
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
弥
石
源
大
夫
の
記
事
が
『
能
之
秘
書
』
に
は
こ
こ
に
し
か
見
え
な
い
た

め
、『
能
之
秘
書
』
全
体
を
弥
石
源
大
夫
の
時
代
の
型
付
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
弥
石
源
大
夫
の
演
じ
方
を
言
い
伝
え
と
し
て

書
き
留
め
る
姿
勢
に
は
注
意
を
払
っ
て
お
き
た
い
。

こ
こ
で
、『
能
之
秘
書
』
の
「
正
方
」
と
い
う
言
葉
を
と
り
あ
げ
る
。「
正
方
」
は
所
収
曲
一
一
八
曲
中
六
十
六
曲
に
使
わ
れ
、
言
葉
自

体
で
は
一
五
一
回
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
多
く
の
用
例
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
例
で
、
正
方
は
舞
台
正
面
の
意
味
で

使
用
さ
れ
て
い
る
。「
脇
正
方
」
の
用
語
も
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
脇
正
面
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
所
作
を
指
示
す
る
際
に
、
ど
の

方
向
を
向
い
て
所
作
を
お
こ
な
う
の
か
と
い
う
点
は
大
切
な
要
素
で
あ
り
、
多
用
さ
れ
る
の
も
納
得
で
き
る
。

現
在
で
も
福
王
流
で
は
舞
台
上
の
正
面
を
「
正
方
」「
し
ょ
う
ぼ
う
」
と
呼
び
な
ら
わ
す
こ
と
を
、
福
王
茂
十
郎
師
に
教
え
て
い
た
だ

い
た
（
13
）。『

福
王
流
古
型
付
』
に
も
〈
高
砂
・
三
輪
〉
な
ど
に
「
し
や
う
ば
う
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
「
脇
所
作
付
」
は
正
面

の
こ
と
を
「
上
面
」
と
記
し
て
お
り
、「
正
方
・
し
や
う
ば
う
」
は
出
て
こ
な
い
。『
能
之
秘
書
』
と
『
福
王
流
古
型
付
』
で
同
じ
用
語
が

同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
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ほ
か
に
も
『
能
之
秘
書
』
と
福
王
流
の
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
記
事
が
あ
る
。『
能
之
秘
書
』〈
高
砂
〉
に
は
、
道
行
が
終
わ
っ
て
脇
座

に
着
座
す
る
間
の
ワ
キ
の
所
作
が
、「
扇
を
ひ
ろ
け
、
二
つ
三
つ
ひ
ら
り
〳
〵
と
し
て
、
二
大
臣
へ
向
、「
急
候
程
に
」
と
云
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
開
い
た
扇
を
「
ひ
ら
り
ひ
ら
り
」
す
る
と
は
、
現
在
の
ユ
ウ
ケ
ン
の
よ
う
な
所
作
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、「
ひ
ら
り
ひ
ら

り
」
は
ユ
ウ
ケ
ン
よ
り
も
軽
や
か
な
扇
使
い
を
表
し
て
い
る
印
象
も
あ
り
、
面
白
い
所
作
と
い
え
る
。

福
王
盛
忠
の
勧
進
能
で
の
演
技
を
書
き
留
め
た
②
「
慶
長
四
年
福
王
脇
所
作
付
」
で
は
、
同
じ
場
面
を
「
大
脇
、
座
ニ
付
様
ハ
、
ツ
レ

ヲ
ア
イ
シ
ラ
イ
、
扇
ヲ
ツ
カ
イ
、
ヤ
ガ
テ
ス
ボ
メ
テ
、
身
を
ナ
ヲ
シ
ツ
ク
ロ
イ
、
ス
ル
〳
〵
ト
脇
ノ
居
座
ヘ
」
と
説
明
す
る
。
こ
の
「
扇

ヲ
ツ
カ
イ
」
が
、『
能
之
秘
書
』
の
扇
を
「
ひ
ら
り
ひ
ら
り
」
す
る
に
当
た
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
所
作
は
「
脇
所
作
付
」

に
は
見
え
ず
、
慶
長
こ
ろ
の
福
王
流
特
有
の
型
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
能
之
秘
書
』
の
記
事
内
容
が
現
行
と
は
異
な
る
古
い
演
出
を
伝
え
て
い
る
場
合
も
考
慮
に
入
れ
、
曲
ご
と
に
『
福
王
流
古
型
付
』
等

と
さ
ら
に
比
較
す
る
必
要
は
あ
る
も
の
の
、『
能
之
秘
書
』
は
上
掛
リ
系
統
の
型
付
で
、
福
王
流
と
近
し
い
関
係
に
あ
る
可
能
性
が
高
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
心
情
を
示
す
演
技

『
能
之
秘
書
』
に
は
、「
○
○
の
心
」
や
「
○
○
の
心
持
」
等
の
表
現
を
用
い
て
、
演
技
を
指
示
す
る
例
が
非
常
に
多
い
。

〈
鵜
飼
〉
の
道
行
に
つ
い
て
「
道
行
の
打
返
よ
り
正
方
へ
向
。「
か
ね
を
枕
の
上
に
聞
」
心
在
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
打
返
は
謡
に
区

切
り
を
付
け
る
囃
子
の
演
奏
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
道
行
の
﹇
上
ゲ
歌
﹈
の
「
捨
つ
る
身
な
れ
ば
恥
ぢ
ら
れ
ず
」
の
後
に
入
る
打
切
を
指

す
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
打
切
と
次
の
謡
「
一
夜
仮
り
寝
の
草
む
し
ろ
」
の
間
に
舞
台
正
面
を
向
く
の
が
、
最
初
の
指
示
に
な
る
。

「
か
ね
を
枕
の
上
に
聞
」
は
﹇
上
ゲ
歌
﹈
の
「
鐘
を
枕
の
上
に
聞
く
」
と
い
う
詞
章
を
引
用
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
聞
く
」
は
所
作



102

と
し
て
表
現
で
き
る
、
動
作
を
示
す
言
葉
で
も
あ
る
。
何
か
の
音
に
聞
き
入
る
さ
ま
を
、
能
で
は
顔
を
う
つ
む
け
て
表
す
こ
と
が
多
い
。

と
く
に
こ
こ
で
は
、
打
返
で
正
面
を
向
く
と
指
示
さ
れ
て
い
る
。『
能
之
秘
書
』
に
は
道
行
中
に
正
面
を
向
く
よ
う
な
指
示
が
記
さ
れ
る

こ
と
は
多
く
は
な
く
、
正
面
を
向
く
の
は
「
聞
く
」
所
作
を
強
調
す
る
た
め
の
準
備
の
動
き
と
解
せ
る
。

『
能
之
秘
書
』
の
「
心
在
之
」
は
、
心
中
に
旅
寝
の
心
細
さ
、
頼
り
な
さ
を
込
め
た
心
情
で
謡
う
こ
と
、
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
こ
と
を

表
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
聞
く
」
動
作
と
心
情
の
両
方
を
表
現
す
る
こ
と
を
求
め
た
記
述
で
あ
る
。
引
用
し
た
詞
章
と
「
心
」
を
組
み
合

わ
せ
て
、
心
情
と
見
る
・
聞
く
等
の
具
体
的
な
動
き
を
指
定
す
る
手
法
は
、『
能
之
秘
書
』
だ
け
で
な
く
型
付
全
般
に
見
え
る
表
現
で
あ

り
、
型
付
表
記
の
特
色
と
も
い
え
よ
う
。

詞
章
を
引
用
せ
ず
に
心
情
を
指
示
す
る
記
事
も
多
い
。『
能
之
秘
書
』〈
張
良
〉
の
前
半
の
終
わ
り
を
見
て
み
よ
う
。
ワ
キ
張
良
の
前
に

現
れ
た
前
シ
テ
老
人
が
、
張
良
の
遅
参
を
窘
め
る
が
、
あ
ら
た
め
て
兵
法
の
奥
義
伝
授
を
約
束
し
消
え
失
せ
る
場
面
か
ら
張
良
の
中
入
リ

ま
で
を
あ
げ
る
。

（
マ
マ
）

し
て
出
て
「
あ
ら
、
お
そ
や
」
と
言
時
、
し
て
の
方
へ
向
、
ふ
し
ん
な
と
言
心
持
し
て
見
る
也
。「
其
言
よ
り
は
や
た
か
い
ぬ
」
と

言
時
よ
り
、
こ
し
を
ち
と
こ
ゝ
む
る
心
。
う
や
ま
う
心
也
。「
約
束
の
こ
と
く
つ
た
ゑ
ん
」
と
言
、
う
れ
し
と
思
ふ
心
在
之
。「
か
き

け
す
や
う
に
」
と
言
時
、
し
て
を
い
か
に
も
ふ
し
ん
し
て
見
送
り
、
太
鼓
の
前
迄
出
候
て
、
帰
て
、
正
方
へ
向
、「
言
語
道
断
」
と

言
、「
又
こ
そ
爰
に
来
ら
め
」
と
言
時
、
脇
座
を
見
。「
い
さ
み
を
な
し
」
と
言
時
、
し
て
柱
の
前
へ
行
、
正
方
を
は
る
か
に
見
上
、

う
れ
し
き
気
色
し
て
帰
也

老
人
の
出
現
と
言
葉
を
受
け
て
、
移
り
変
わ
っ
て
い
く
張
良
の
心
情
を
細
か
く
指
示
す
る
記
事
で
あ
る
。
夢
の
告
げ
の
と
お
り
に
出
現
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し
た
老
人
に
向
く
と
、「
不
審
な
」
と
言
う
よ
う
な
心
持
で
老
人
を
見
る
。
約
束
を
た
が
え
た
と
𠮟
責
さ
れ
る
と
、「
敬
う
心
」
で
「
腰
を

少
し
か
が
め
る
心
」
を
す
る
。
奥
義
の
伝
授
を
約
束
さ
れ
、「
嬉
し
い
と
思
う
心
」
に
な
り
、
老
人
が
消
え
失
せ
る
と
「
不
審
が
っ
て
」

見
送
る
。
老
人
が
自
分
を
試
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
再
度
の
対
面
を
決
意
し
て
、「
嬉
し
い
と
い
う
気
色
」
で
帰
る
。
こ
れ

ら
の
心
情
は
、
ど
れ
も
心
中
で
思
う
だ
け
で
は
な
く
、
所
作
と
表
情
、
時
に
は
表
情
の
み
で
も
表
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

江
戸
時
代
初
期
の
演
技
に
心
情
を
示
す
演
技
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
小
田
幸
子
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
14
）。〈

藤
戸
〉
の
シ

テ
母
に
詰
め
寄
ら
れ
た
ワ
キ
佐
々
木
盛
綱
が
「
め
ん
ぼ
く
な
げ
の
心
持
ス
ル
」
と
い
う
『
福
王
流
古
型
付
』
の
記
事
を
あ
げ
、
江
戸
初
期

の
一
般
的
な
演
技
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
と
し
た
う
え
で
、
告
発
さ
れ
た
盛
綱
は
恥
じ
入
り
後
悔
す
る
、
と
い
う
解
釈
が
江
戸
時
代
初
期

に
な
さ
れ
て
い
た
点
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

た
し
か
に
『
能
之
秘
書
』『
福
王
流
古
型
付
』
に
見
え
る
心
情
を
示
す
演
技
が
、
ど
こ
ま
で
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
か
は
わ
か
ら

な
い
。
し
か
し
型
付
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
か
。
現
在
の
演
技
で
は
、
表
情
を
あ
ら
わ
に
し

て
心
情
を
伝
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
ず
、
心
情
は
謡
や
台
詞
に
込
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
式
楽
と
し
て
決
ま
り
事
が
定
着
す
る
以

前
は
、
能
に
は
舞
台
の
上
で
身
体
表
現
を
観
客
に
見﹅

せ﹅

る﹅

劇
と
し
て
の
面
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
心
情
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。『
風
姿
花
伝
第
二
物
学
条
々
』
に
い
う
よ
う
に
世
阿
弥
は
、
直
面
の
能
の
演
技
に
つ
い
て
、

表
情
を
作
る
こ
と
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
あ
か
ら
さ
ま
な
表
情
の
演
技
は
避
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
能
の
様
式

・
技
法
が
完
成
す
る
以
前
の
痕
跡
が
、
心
情
を
示
す
演
技
と
し
て
江
戸
時
代
初
期
の
脇
型
付
に
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

能
が
能
面
を
用
い
る
こ
と
と
、
心
情
を
示
す
演
技
と
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
だ
ろ
う
。
シ
テ
は
能
面
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
シ
テ

の
型
付
に
も
「
○
○
の
心
」
等
の
記
述
が
見
え
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
記
述
は
心
情
と
共
に
動
作
や
表
情
を
う
な
が
し
、

指
示
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
し
か
し
面
目
な
い
心
、
嬉
し
き
心
と
型
付
に
記
さ
れ
て
い
て
も
、
シ
テ
は
身
体
を
使
っ
た
表
現
し
か
お
こ
な
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え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
喜
ぶ
、
驚
く
、
悲
し
い
と
い
っ
た
心
情
は
、
ユ
ウ
ケ
ン
や
扇
・
手
を
打
ち
合
わ
せ
る
、
シ
オ
ル
な
ど
の

所
作
と
し
て
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
ワ
キ
は
必
ず
直
面
で
あ
る
。
シ
テ
に
は
難
し
い
、
心
情
を
表
情
で
示
す
演
技
が
比
較
的
後
代
ま
で
残
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
表
情
を
伴
っ
た
ワ
キ
の
演
技
は
、
能
面
を
か
け
た
シ
テ
の
演
技
と
バ
ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と
す
る
意
識
の
高
ま

り
や
、
能
の
様
式
化
に
伴
い
、
心
情
は
謡
を
中
心
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
型
付
に
見
え
た
心
情
の
指
示
は
、

口
伝
や
秘
伝
に
姿
を
変
え
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

シ
テ
の
型
付
と
ワ
キ
の
そ
れ
を
比
較
し
て
み
る
と
、
用
語
化
さ
れ
た
所
作
が
シ
テ
の
型
付
に
は
多
く
、
逆
に
ワ
キ
の
型
付
に
は
少
な
い

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
慶
長
後
半
の
年
記
が
見
え
る
『
秋
田
城
介
型
付
』
に
は
、
ヒ
ラ
キ
・
サ
ス
・
左
右
（
タ
イ
ハ
イ
）
な
ど
の
名
前
の

付
い
た
所
作
が
頻
繁
に
出
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
所
作
は
時
代
を
下
る
に
従
い
、
数
を
増
や
し
て
い
く
。
シ
テ
の
演
技
は
所
作
を
連
続
さ

せ
た
抽
象
的
な
舞
が
中
心
で
あ
る
。
シ
テ
の
型
付
に
所
作
の
名
称
が
多
用
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

対
し
て
、
ワ
キ
の
演
技
に
は
舞
踊
的
な
要
素
が
少
な
い
。〈
船
弁
慶
〉
や
〈
鉢
木
〉
な
ど
ワ
キ
が
活
躍
す
る
曲
で
あ
っ
て
も
、
抽
象
的

な
動
き
よ
り
も
詞
章
や
展
開
に
沿
っ
た
具
体
的
な
動
き
を
連
続
さ
せ
る
演
技
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
脇
型
付
に
用
語
化
さ
れ

た
所
作
の
記
述
が
少
な
い
理
由
の
一
つ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
脇
能
に
お
け
る
ワ
キ
の
登
場
場
面
で
は
、
た
だ
舞
台
に
歩
み
出
る
だ
け
で
な
く
、
袖
を
扱
う
、
両
手
を
広
げ
る
、
踵
を
あ
げ
る

な
ど
の
抽
象
的
な
動
き
が
、
威
厳
を
示
す
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
こ
は
抽
象
的
な
動
き
が
連
続
す
る
場
面
と
も
い
え
よ
う
。『
能
之

秘
書
』〈
高
砂
〉
の
登
場
場
面
で
も
「
狩
衣
の
あ
ひ
し
ら
ひ
」「
左
右
」「
ひ
ら
き
」
な
ど
の
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
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本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
よ
り
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
」
の
公
募
型
共
同
研
究
「
脇
型
付
「
能

之
秘
書
」
の
解
読
と
注
釈
を
通
し
た
能
の
様
式
化
以
前
の
演
出
の
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
中
司
由
起
子
、
研
究
分
担
者
：
岩
崎
雅
彦
・
小
田
幸
子
・
大
日
方
寛

・
深
澤
希
望
・
山
中
玲
子
）
に
て
お
こ
な
っ
た
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

共
同
研
究
で
は
、
ワ
キ
方
福
王
流
宗
家
の
福
王
茂
十
郎
師
に
『
能
之
秘
書
』『
福
王
流
古
型
付
』
や
、「
付
き
足
」
な
ど
ワ
キ
の
演
技
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
お

話
を
う
か
が
っ
た
。
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
1
）
『
能
之
秘
書
』
は
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
「
能
楽
資
料
総
合
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」・「
能
楽
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に
て
画
像
を
公
開
し
て
い
る
。

（
2
）
宮
本
圭
造
氏
よ
り
能
楽
研
究
所
観
世
新
九
郎
家
文
庫
『
腋
応
答
長
俊
授
息
書
』
に
も
ワ
キ
の
演
技
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
こ
と
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
3
）
一
部
表
記
を
あ
ら
た
め
、
引
用
本
文
と
し
て
用
い
た
。

（
4
）
観
世
文
庫
所
蔵
番
号50/6/1

―4

宗
。
中
司
由
起
子
「
観
世
文
庫
の
文
書
76
ワ
キ
型
附
」『
観
世
』
八
十
二
巻
七
号
、
檜
書
店
、
二
〇
一
五
年

（
5
）
表
章
「
京
都
浅
野
家
所
蔵
文
書
に
つ
い
て
―
「
慶
長
四
年
福
王
脇
仕
舞
付
」
そ
の
他
―
」『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
〇
号
、
一
九
八
五
年

（
6
）
本
資
料
の
解
題
は
、
中
嶋
謙
昌
「
四
、
そ
の
他
の
能
伝
書
」「
第
三
章

伝
書
・
付
」
二
六
九
（
大
谷
節
子
編
著
『
謡
の
家
の
軌
跡
―
浅
野
太
左
衛
門
家

基
礎
資
料
集
成
』
和
泉
書
院
、
二
〇
二
二
年
）
に
詳
し
い
。

（
7
）
（
5
）
に
同
じ
。

（
8
）
『
大
観
世
』
一
九
三
〇
年
十
二
月
号
か
ら
一
九
三
四
年
一
月
号
に
所
収
。『
大
観
世
』
の
本
文
を
能
楽
研
究
所
所
蔵
の
紙
焼
き
写
真
で
確
認
、
引
用
に
用
い

た
。

酒
を
勧
め
る
、
礼
を
す
る
、
数
珠
を
す
る
な
ど
の
ワ
キ
の
具
体
的
な
動
き
は
、
現
在
、
ど
の
曲
に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
同
じ
よ
う
な

所
作
と
し
て
理
解
さ
れ
、
演
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
演
技
や
心
情
を
示
す
演
技
等
の
変
化
は
、
時
代
の
異
な
る

型
付
の
記
述
の
中
に
表
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
江
戸
時
代
初
期
の
脇
型
付
か
ら
の
変
遷
を
追
う
こ
と
で
、
シ
テ
と
は
異
な
る
特
徴
を
も
つ
ワ

キ
の
演
技
の
解
明
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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（
9
）
書
誌
に
つ
い
て
は
、
研
究
会
に
て
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
教
授
の
佐
々
木
孝
浩
氏
に
多
く
の
ご
助
言
を
賜
っ
た
、
装
丁
や
料
紙
の
種
類
、
表
紙
の
こ
と
、

慶
長
頃
の
書
体
と
の
類
似
性
な
ど
の
多
く
の
点
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
10
）
（
5
）
に
同
じ
。

（
11
）
田
口
和
夫
校
訂
『
大
蔵
虎
清
間
・
風
流
伝
書
』
能
楽
資
料
叢
書
1
、
能
楽
研
究
所
、
二
○
一
五
年

（
12
）
二
〇
二
三
年
三
月
七
日
、
国
立
能
楽
堂
に
て
ワ
キ
方
福
王
流
宗
家
福
王
茂
十
郎
師
に
お
こ
な
っ
た
聞
き
と
り
調
査
。

（
13
）
（
12
）
に
同
じ
。

（
14
）
小
田
幸
子
「〈
藤
戸
〉
の
演
出
を
め
ぐ
っ
て
」『
銕
仙
』
七
四
〇
、
銕
仙
会
、
二
〇
二
三
年


